
さ
血
関
与
六
幅
三
十
-
日
置
雲
一

a，
個
物
縄
市
噌
内
舗
圏
一
個
ゴ
闘
量
得
》
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論

闘

醤

蔵

租
税
分
類
の
一
案

特
球
世
曾
皐
概
念
の
批
判
'
・
・
・
・
・
文
革
博
士

経
漕
静
態
に
つ
い
て

法

学

博

士

文血中博士

説

苑

財
政
以
外
の
課
税
目
的

海
運
市
場
に
就
て
一
.• 

鰹

構

法

の

概

念

齢

相

錦

柚

町

米
国
の
地
方
自
治
ご
財
政

土
佐
藩
仁
於
け
る
武
家
の
借
滞
作
配

貨
幣
数
量
説
へ
の
一
考
媒
・

百
姓
一
挟
後
生
の
季
節
・
.

辻
ぬ

A苛

粗
済
事
博
士

組
神
串
博
士

-
制
肉
眼
士

組

済

事

土

法

晶

a

士

拠

出

串

士

料
商
凪
甲
士

抽
安
維
持
法
中
改
正
・
重
誕
輸
出
品
取
締
規
則

神

戸

正

雄

米
国
庄
太
郎

保

局

高

田
汐

見

三

郎

小
島
昌
太
郎

橋

本

文

雄

中
川
典
之
助

松

好

貞

夫

松

岡

孝

児

黒

正

最



貨
幣
数
量
説
へ
の
一
考
察

松

孝

見

岡

貨
物
製
訟
占
し
て
の
数
量
訟
は
、
従
来
具
れ
る
角
度
か
ち
多

〈
の
観
察
、
批
判
を
受
け
て
ゐ
た
が
、
今
己
主
に
述
べ
ん
・
と
す
る

一
の
静
態
的
傾
向
法
則
ー
と
い
ふ
点
か
ら
見

た
貨
幣
数
量
訟
に
釘
す
る
吟
味
で
あ
る
。
町
民
に
具
倒
的
K
云
へ

止
と
ろ
の
も
の
は
、

ば
、
激
量
訟
に
於
て
、
従
来
か
ち
取
扱
は
れ
て
ゐ
た
'
と
と
ろ
の

通
貨
の
数
量
と
商
品
取
引
量
と
の
方
耐
に
仰
し
た
見
解
に
却
し

て
、
通
貨
の
数
量
主
肺
m
H
力
と
の
方
岡
か

ιの
見
解
を
封
立
せ

し
め
、

と
の
釦
立
に
闘
す
る
吟
味
に
が
、
て

ご
者
の
う
ち
仰
れ

が
今
日
の
金
融
経
済
現
象
に
爪
克
也
阿
世
有
す
る
か
主
い
ふ
己
主

を
鋭
は
ん
と
す
る
に
あ
る
。
従
っ
て
、
断
る
ま
で
も
た
く
、
そ

れ
は
従
来
か

ι蹟
く
者
へ
ら
れ
て
ゐ
た
と
己
ろ
の

数
量
設
へ

の
考
昨
常
に
制
す
る
-
一
山
的
の
も
の
に
過
ぎ
な
い

ω

乙
h

で
は
、
貨
幣
数
世
設
が
、
如
何
な
る
内
容
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
か
は
論

t
k
ぃ
。
唯
此
の
塾
誌
が
、

と
れ
ま
で
多
く

難

鋭

貨
幣
駐
量
設
へ
の
一
考
察

の
人
々
に
よ
っ
て
取
扱
は
れ
た
が
ら
今
日
に
於
て
も
街
股
依

川
部
と
し
て
明
確
な
内
容
の
規
定
が
な
い
の
で
、
叙
u辿
の
便
宜
上

肱
簡
単
に
、
貨
幣
撒
骨

J

訟
止
は
、
貨
幣
撒
主
主
商
品
慣
格
ル
」

の
山
民
密
接
た
る
闘
係
あ
り
と
左
す
準
設
と
し
て
誼
〈
。

此
の
貨
幣
数
量
訟
訟
る
も
の
よ
地
碗
概
念
拡
、
す
べ

τ
の
貨

幣
と
す
べ
て
の
商
品
占
は
交
換
さ
れ
る
と
い
ふ
前
提
中
に
あ

品
。
乃
ち
此
の
点
か
ら
貨
幣
の
綿
似
備
を
決
定
す
る
止
と
ろ
の

も
の
は
商
品
の
純
量
で
あ
っ
て
、
決
し
て
貨
幣
そ
の
も
の
L

分
Hm
で
は
な
い
戸
い
ふ
と
と
に
た
り
、
更
に
貨
幣
の
単
位
倒
他

か
ら
え
へ
ば
、
モ
れ
は
貨
幣
の
八
万
量

ι反
比
例
す
る
と
い
ム
と

と
に
た
る
。
己
の
と
ー
と
は
、
定
陀
『
消
費
さ
れ
た
貨
幣
は
、
共

の
貨
幣
が
脇
山
貝
す
る
と
と
の
で
き
る
商
品
の
倒
仙
正
等
し
い
』

と
い
ふ
と
と
で
あ
っ
て

そ
札
白
腿
-
の
自
明
で
あ
る
。
山
間

ほ
蚊
量
就
に
つ
い
て
は

と
の
貨
幣
誠
心
外
、
流
迅
速
度

伝
川
等
の
要
素
へ
の
倒
張
が
行
は
れ
た
が
、
結
局

と
の
『
倒
格

を
決
IL
ず
る
も
の
は
‘
流
通
貨
幣
量
と
市
場
に
於
け
る
商
品
ー
と

の
間
白
比
E
あ
る
い
と
い
ふ
ζ

の
考
へ
い
ト
、
最
も
腕
炎

る

素
朴
的
主
形
式
に
於
け
る
蚊
世
設
で
あ
仙
の

第
二
十
七
巻

七
九

第

揖



雑

録

貨
幣
艶
拭
詑
へ
の
一
考
察

併
L
.
官
際
上
か
ら
一
耳
へ
ば
‘
此
の
素
朴
的
友
考
・
と
買
際
問

題
と
白
川
に
ほ
か
た
り
の
距
離
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
と
れ
が

た
め
に
、
従
来
、
抽
出
事
の
吟
味
と
惨
一
止
と
が
操
り
返
さ
れ
た
。

と
と
に
い
ム
此
の
訟
則
が
静
態
的
で
あ
る
主
い
」
E
Bと
か
ら
起

っ
た
も
の
主
、
も
一
つ

と
の
法
則
が
傾
向
的
で
あ
る
'
と
い
ふ

点
か
ら
辿
っ
た
も
の
主
は

そ
の
主
た
る
も
の
の
う
ち
に
、
政

へ
る
と
主
が
で
き
ゃ
う
。
静
態
的
の
方
聞
か
ら
一
再
へ
ば
、
此
の

事
設
が
『
他
の
事
情
に
し
て
同
一
な
る
限
り
』
と
い
ふ
保
件
を
、

捌
く
採
用
し
て
ゐ
品
。
数
量
殺
は
此
の
似
定
に
基
づ
い
て
、
貨

幣
批
'
と
取
引
批
之
の
闘
係
を
ば
、
今
日
の
粧
消
現
象
忙
於
て
捕

へ
得
る
と
せ
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
地
位
向
丘
嬰
お
に
よ
っ
て
柿
へ
ん

と
主
を
試
み
る
占
共
忙
、
更
に
と
の
仮
定
虻
よ
っ
て
、
物
備
と

此
等
要
素
と
の
同
一
時
点
に
於
け
る
闘
係
を
時
比
せ
ん
と
す
る

も
の
?
あ
る
。
と
と
に
試
み
ん
と
す
る
考
察
も
亦
‘

と
の
〕
部

に
風
ず
る
も
の
で
あ
る
。
+
叫
に
蚊
量
訟
に
封
し
て
共
の
主
張
が

傾
向
的
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
い
ム
問
幽
に
つ
い
て
は
、
特
に

円
ペ
る
ま
で
も
と
い
。
放
量
詑
の
最
も
簡
単
た
形
態
か
ら
複
雑

た
も
の
に
宅
る
ま
で
‘
方
耗
式
陀
基
い
て
示
さ
れ
た
一
定
の
奥

第
二
十
七
巻

y、。

軍

規

= 

一

件
が
、
厳
密
に
引
の
方
程
式
の
示
す
内
容
を
規
定
す
る
も
の
で

あ
る
主
い
ふ
見
解
は
、
そ
れ
自
館
、
動
量
訟
の
自
殺
で
あ
る
。

従
っ
て
此
の
点
か
ら
、
数
量
設
が
今
日
早
な
る
傾
向
法
則
と
し

て
、
共
の
存
在
を
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
比
過
ぎ
な
い
己
主
は
営
然

で
あ
る
。

此
心
外
に
於
て
も
、
貨
幣
数
量
説

ι加
へ
ら
れ
た
川
町
味
主
修

正
・
と
は
‘
共
数
少
く
た
い
。
し
か
し
今
は
、
そ
の
一
々
の
叙
地

は
一
切
略
す
る
。
そ
し
て
、
始
め
に
提
出
し
た
問
題
に
つ
い
て

吟
味
を
進
め
る
と
と
t
a

し
、
ま
づ
現
今
に
於
て
、
貨
幣
激
置
と

一
取
引
量
止
を
取
扱
っ
た
最
も
脅
迫
た
敷
島
訟
の
式
'
と
し
て
、

十
出
島
2
の
式
を
あ
げ
る
と
と
与
す
る
。

ヨω
r
m
叫
に
よ
れ
ば
、
数
景
説
に
於
て
、

M
E
以
て
流
通
貨

幣、

W
を
以
て
預
金
泊
貨
、

v
w
v
を
以
て
夫
主
の
流
通
速
度
、

T
を
以
て
取
引
金
・

P
を
以

τ物
倒
水
捕
を
一
市
す
時
は
、
物
偵

水
準
P
は
尖
の
式
を
以
て
一
罰
さ
れ
る
。

司

1
冨
〈
十
言
、
」
旬
、

炉

i
l
l
l刊
1
I
l
l
-

之
に
よ
れ
ば
、
物
憤
水
準
は
通
貨
量

在
比
例
し
、
取
引
量

民
反
比
例
す
る
。
と
の
式
に
つ
い
て
は
.
従
来
多
く
の
解
設
、

静観なる言葉山富叫については高岡陣馬博士.部醐与占師究、第一簡クラアタ

Olf克暗に帯一牢!f<'11'第二辛苦問。
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批
評
が
繰
り
返
へ
さ
れ

τゐ
る
の
で
と
己
で
は
特
に
之
を
時

し
、
直
ち
に
勝
目
見
力
訟
に
よ
る
数
量
訟
に
移
る
と
と
h
す
る
。

詞
ゆ
る
勝
良
力
説
論
者
の
見
る
占
と
る
は
、
素
よ
り
目
ω
宮崎

の
主
張
と
、
会
然
呉
る
も
の
で
は
な
い
。
此
の
極
の
論
者
に
よ

れ
ば
、
物
倒
水
準
決
定
要
素
白
見
方
に
於
て
回
、
之
左
越
貨
主

主
取
引
量
と
に
よ
ら
宇
、
通
貨
量
主
購
買
力
止
に
よ
る
と
い
ふ

の
で
あ
る
。
此
の
立
場
の
卓
越
せ
る
論
者
の
一
人
忙
は
同
3
d日

が
ゐ
る
。

そ
れ
で
今
、
同
4
m
g
に
上
っ
て
、
謂
ゆ
る
購
買
力
か
ら
見
た

敷
金
設
と
は
如
何
た
る
、
の
で
あ
る
か
、
就
中
、
そ
の
物
倒
水

準
に
封
す
る
泊
貨
量
及
購
買
力
の
附
係
は
如
何
な
る
も
の
で
あ

る
か
在
考
察
し
て
見
ゃ
う
。

彼
れ
に
従
っ
て
、
今
、

P
E物
慣
水
準
、

n
を
流
通
貨
幡
、

k
及
び

MhE夫
k
現
金
及
び
銀
行
制
金
の
形
で
所
有
さ
れ
る
牒

吾 富
k ，]( 
は 準 r

、・'" D '" 
此 ¥1 は銀
白州次行
式判 ロ 白 準
1<:則式備
於 「で金
て 示の
、さ J tj

物 れ金
償 るに
71<. 03)堂f
準す
にる
・つ !t 
い 率
て止
は す
これ
っぱ
の、

民
力
、

雑

録

貨
傭
数
量
設
へ
囚
一
考
察

闘
係
|
|
其
の
一
つ
は
物
債
水
増
と
流
通
貨
幣
占
白
閥
係
で
あ

り
、
も
一
つ
は
物
悦
水
準
主
購
買
力
占
の
闘
係
で
あ
る
1
1』主

見
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
便
宜
上
、
此
由
開
係

E
通
貨

の
膨
脹
せ
る
時
と
、

正
常
左
る
景
気
製
勤
の
時
と
に
分
つ
て
の

べ
る
と
と
ミ
す
る
。

先
づ
通
貨
膨
脹
の
時
比
於
て
は
、
通
常
、
通
貨
の
膨
脹
は
盆

k
将
来
の
通
貨
膨
眠
世
議
期
せ
し
め
、
共
結
果
、
通
貨
に
謝
す
る

人
心
の
動
揺
は
、
将
来
に
於
け
る
通
貨
膨
脹
の
危
快
か
ら
、
愈
主

鋭
敏
と
な
り
、
か
〈
貨
幣
債
他
の
下
落
を
危
ぶ
む
結
果
は
、
慣

他
の
保
存
又
は
貯
械
を
、
貨
幣
に
よ
っ
て
之
を
岡
ち
ん
・
と
す
る

よ
り
も
、
商
品
又
は
外
因
怨
替
に
よ
っ
て
闘
ら
ん
止
し
、
迭
に

ID jf. 
脚貨
yJt iTJ 

力或
はは
盆念
主政
減或
少は
す緩
る 2量
己r..
t る
A 逃
左越
る由t

よ管
n 式
』主唱曲当

増 ll ザ

f司ロ長

に
つ
い
て
云
へ
時
此
際
k
及
び
Y
は
減
じ
、

る
O

L
か
も
人
必
不
安
た
場
合
に
於
て
は
、
極
め
て
僅
少
左
通

貸
の
増
加
も
人
心
主
脅
し
て
正
貨
の
品
避
を
生
ぜ
し
め
、
物
債

を
騰
貴
せ

L
め
る
と
止
に
在
る
か
ら
、

P
は
n
が
増
加
す
る
よ

り
も
、
上
り
以
ヒ
の
割
合
で
騰
貴
す
る
と
と
に
ιな
る
。
も
し
か

第
二
十
七
巻

A 
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雄
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雑

録

貨
僻
航
就
誌
へ
の
一
者
鋳

〈
白
如
吉
際
に
於
て
、
適
首
在
方
法
に
よ
っ
℃
貨
幣
憤
値
vv
安

定
サ
一
し
め
得
る
止
す
る
時
は
、
通
常
、
通
貨
は
著
し
く
共
の
量

を
培
加
す
る
が
、
し
か
も
物
債
は
著
し
く
騰
貴
す
る
と
と
な

く
、
更
に
従
っ
て
生
宇
る
購
買
力
k
及
び
V
の
増
加
は
、
物
倒

水
準
P
K
劃
す
る
通
貨
量
n
D
作
用
主
、
相
創
的
に
絞
和
す
る

も
白
で
あ
る
n

要
す
る
に
、
通
貨
膨
脹
時
の
'
如
き
極
端
左
場
合

に
於
て
は
、
購
買
力
の
物
倒
に
及
ば
す
影
響
は
著
し
い
。
そ
し

て
共
の
影
響
は
、
常
に
之
を
通
貨
と
麟
買
力
と
の
相
脚
三
慌
に

於
て
翻
察
す
る
時
此
の
闘
係
式
の
意
味
が
極
め
て
明
瞭
に
た
る

の
で
あ
る
。

中
仇
花
正
常
た
る
長
信
端
艶
勘
に
際
し
て
、
物
倒
水
準
は
通
貨
量

及
略
目
力
に
封
し
如
何
な
る
闘
係
に
あ
る
か
と
い
ふ
に
、
此
の

三
者
の
腕
係
は
径
k
密
接
で

b
旬
、
不
可
分
的
で
あ
る
と
さ
へ

一
再
み
と
と
が
で
き
る
。
例
へ
ば
突
閣
に
於
て
、

一
九
二

O
年
と

一
九
二
三
年
と
に
、
物
憤
下
落
五
三
パ
7
セ
ン
ト
な
る
に
封
し

て
、
通
貨
減
少
は
一
ニ
バ
ア
ヒ
ン
ト
に
過
嘗
・
な
か
っ
た
と
云
は

れ
、
ま
た
同
時
に
、
欧
洲
十
箇
闘
の
事
情
は
、
物
償
問
二
・
八
パ

ア
ヒ
シ
ト
の
下
落
に
到
し
て
、
通
貨

-
0・
三
バ

7
セ
ン
ト
白

第
二
十
七
径
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第

韓

催場

下
落
花
過
ぎ
な
か
っ
た
止
郁
せ
ら
れ
る
が
、
か
〈
の
如
き
己
主

は
、
皆
物
備
に
封
し
て
、
草
花
通
貨
量
の
み
を
闘
係
せ
・
し
め
て

考
祭
し
た
と
と
か
ら
骨
と
っ
た
溺
点
在
一
軍
す
も
の
で
あ
っ
て
、

此
の
点
か
ら
見
て
も
物
償
に
就
い
て
は
、
通
貨
の
外
に
購
買
力

に
劃
し
て
深
き
反
省
主
加
へ
る
必
要
が
あ
る
と
止
は
、
否
定
す

べ
か
ら
ざ
る
主
と
る
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
、
購
買
力
は
、
物
倒
水
準
に
封
し
て
重
要
性
主

有
っ
て
居
る
。
厳
密
に
一
再
へ
ば
、
そ
れ
は
購
買
力
非
費
消
飴
剰

主
い
ム
ベ
音
で
あ
れ
夕
、
現
金
と
銀
行
預
金
中
現
に
直
接
購
買
に

止
宜
用
せ
ら
れ
る
も
の
主
の
二
つ
の
部
分
か
ら
成
立
し
て
ゐ
る
と

見
る
べ
き
で
あ
る
。
前
の
式
に
於
て
、
購
買
力
を
は
夫

F
K
及

び
配
に
分
っ
て
事
げ
た
の
は
己
白
所
以
で
あ
る
。

主4
上

剛
内
O
}」ロ。
ω

に
上
る
数
量
説
白
構
成
要
素
相
互
聞
の
闘

係
に
つ
い
て
、
簡
単
に
説
明
し
た
q

尖

ι、
己
の
円
何
百

2
式

に
封
し

τ
ヨω
H
H
2
式
を
封
立
せ
し
め
、

此
等
二
式
E
互
に
比

較
し
検
討
す
る
の
順
序
に
進
ま
う
。

今
、
此
等
む
こ
つ
の
式
を
通
観
す
る
に
、

一
見
し
て
は
著
し

Afta1ion. ReV"ue d'正conomiepolitique. mai-juin. 1925 



い
相
違
は
な
い
や
う
に
見
え
る
。
蓋
し
、

と
と
に
購
買
力
な
る

も
の
は
、
所
有
貨
幣
量
に
共
貨
幣
流
組
速
度
を
乗
じ
た
税
で
る

り
、
従
う
て
共
の
結
果
の
み
か
ら
一
首
へ
は
、
購
買
力
た
る
も
の

は
、
宜
際
に
支
梯
は
れ
た
貨
幣
量
そ
の
も
の
に
等
し
い
か
ら
で

あ
る
。
剖
ち
個
々
の
貨
幣
の
鎖
国
債
怖
を

m
主
1
、

の

muら
h
u
た
支
拙
両
政
を
v
止
す
る
時
は

と
の
貨
幣

賞
際
に
支
掛
は

れ
た
貨
幣
並
の
総
槌
は
い
円
E
〈
・
で
あ
り
，
圭
た
所
有
貨
幣
量
を

M
と
し
、
そ
の
貨
幣
の
平
均
流
通
法
皮

E
V
と
す
る
時
は
、
品
開

の
設
叫
に
よ
っ
て
昌
司
H
H日'〈
E

主
た
る
か
ら
で
あ
る
。
極
め

て
組
朱
的
友
一
耳
ひ
表
し
方
を
す
る
な
ら
ば
此
等
二
つ
の
式
白

分
子
は
共
に
通
貨
量
で
あ
り
、
分
母
位
同
，
Z
F
2
式
に
よ
れ
ば

取
引
輩
、
同
4
日
同
式
に
よ
れ
ば
購
買
力
で
あ
る
が
此
白
一
一
つ

は
一
方
川
他
方
主
交
換
さ
る
べ
き
も
の
、
従
っ
て
相
等
し
き
も

の
で
あ
る
か
ら
、
始
め
の
出
些
司
式
は
後
白
同
旦
耳
切
式
に
費

や
る
己
主
さ
へ
で
き
る
と
云
ひ
似
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
賞
際

に
於
て
は
史
に
周
密
た
吟
味
を
加
へ
・
な
け
れ
ば
・
な
ら
た
い
。
惟

ふ
に
数
量
訟
に
関
し
て
は
、

た
と
ひ
自
己
号
式
を
認
め
る
と

し
て
も
.
共
式
白
中
に
は
直
接
に
と
そ
現
は
れ
て
ゐ
た
い
が

雑

鍬

貨
幣
町
此
詑
へ
四
一
考
察

し
か
し
、
重
要
在
時
間
の
概
念
が
含
ま
れ
で
居
り
、
そ
し
て
乙

の
時
間
の
要
議
へ
の
閲
心
が
種
々
の
問
題
を
恕
奮
起
す
主
著
へ

友
け
れ
は
な
ら
た
い
か
ら
で
あ
る
。

主叩
も

形
式
的
に
一
回
へ
ば
、
ヨ

mZ同
に
よ
る
物
債
水
準
が
、

貨
幣
量
と
取
引
量
L
C

の
割
合
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
』
す
る
時

に
は
、
此
山
口
二
者
の
夫
主
に
於
け
る
、
及
び
此
二
者
の
相
五
の

聞
に
於
け
る
時
間
的
要
素
は
無
脱
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
換

言
す
れ
ば
、
貨
幣
量
と
取
引
量
、
及
共
の
夫
k

D
閥
係
主
同

時
点
に
つ
い
て
決
定
し
得
る
も
の
在
し
て
規
定
し
て
ゐ
る
の
で

あ
る
。
併
し
か
〈
の
如
き
と

k
は
事
寅
と
は
合
し
左
い
。
議
し

一
時
点
に
於
て
貨
幣
量
の
綿
躍
が
商
品
並
の
糟
慢
を
民
ふ
と
い

ふ
己
と
は
、
賞
憾
に
考
へ
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
寅
際
、
商

品
の
取
引
に
あ
る
一
定
の
時
間
E
要
す
る
と
と
は
、
明
白
な
事

寅
で
一
あ
っ
て
、
印
ち
己
与
に
司
】
m
F
司
の
数
量
詮
が
少
〈
も
、

取
引
量
を
共
の
一
要
議
と
し
て
採
用
す
る
限
り

一
定
時
間
た

る
観
念
を
導
入
し
来
っ
て
ゐ
る
と
稿
せ
ら
れ
た
け
れ
ば
段
ち
た

い
。
宜
に
こ
の
一
定
時
間
白
導
入
と
い
ふ
己
主
は
、
ヨ
間
宮
内
式

の
明
か
な
る
恨
定
?
あ
っ
亡
、
た
と
品
そ
札
は
数
量
式
白
中
に

第
二
十
七
巻
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雑

錨

党
僻
政
世
話
「
の
一
考
媒

は
明
示
さ
れ
て
在
〈
て
も
、
と
の
俄
党
が
見
主
ざ
る
手
在
し
て

此
の
式
の
中
に
働
い
て
ゐ
る
こ
と
は
蔽
ム
ペ
〈
も
危
ぃ
。

と
の
こ
と
は
搬
量
訟
が
、
あ
る
一
時
点
少
く
も
極
め
て
短
い

時
聞
に
於
け
る
各
嬰
索
開
白
、
同
時
的
又
は
準
同
時
的
存
在
主

一不

T
も
白
主
解
す
る
限
り
、
矛
盾
で
あ
る
止
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
尤
も
も
し
物
債
水
準
E
見
る
・
と
い
ふ
目
的
の
み
か
ら
云

へ
ば
、
た
・
と
ひ
、
一
方
が
一
時
点
に
於
け
る
貨
幣
量
で
あ
り
、

他
方
が
一
定
時
聞
に
於
け
る
取
引
量
で
あ
っ
て
も
、
共
の
夫
L
R

の
内
容
の
規
定
陀
一
定
白
鶴
準
あ
り

そ
し
て
そ
の
物
似
た
る

も
の
が
と
の
こ
者
の
割
合
で
あ
る
占
定
め
る
に
於
て
は
、
差
支

へ
昌
吉
恥
付
で
あ
る
。
更
に
言
葉
を
棋
へ
て
一
耳
へ
ば
、
仮
h

りに

物
倒
た
る
も
の
を
か
く
の
如
〈
‘

一
方
は
一
時
点
に
於
け
る
貨

幣
茸
他
方
は
一
定
時
聞
に
於
け
る
取
引
量
主
解
し
、
共
の
比

率
を
求
む
る
に
あ
り
止
す
る
に
於
て
位
、
問
題
は
全
く
数
量
説

の
場
合
占
具
っ
て
来
る
。

然
る
に

己
主
に
貨
幣
量
'
と
い
へ
る
も
の
は
、
室
内
司
十
豆
、
〈
、

に
上
っ
て
一
罰
さ
れ
る
如
く
、
貨
幣
量
止
流
通
速
度
止
の
積
に
よ

っ
て
一
耳
さ
る
お
も
白
で
あ
っ
て
、
同
時
的
又
は
準
同
時
的
存
在

第
二
十
七
巻

第

扱

プミ

八.
岨

と
い
ム
鮪
か
ら
見
る
主
頗
る
問
題
を
含
む
の
翻
が
る
。

蓋
し
特
に
詮
明
す
る
ま
で
も
な
く
.
法
皮
・
な
る
版
念
を
取
扱

ふ
時
に
於
亡
ほ
、
巴
に
時
間
的
保
件
白
下
に
誼
か
れ
る
と
と
を

意
味
す
る
も
の
で
あ
る
o

そ
し
て
ト
掲
吋

5
2
の
数
量
式
に

就
て
見
る
と
、
賀
K
此
の
流
通
速
度
に
針
し
て
貨
幣
盆
を
組
み

合
は
せ
、
か
く
て
一
定
期
闘
に
於
け
る
貨
幣
総
量
を
示
す
在
共

に
、
全
時
に
之
に
到
し
て
此
の
期
闘
に
交
換
さ
れ
る
取
引
量
を

野
立
せ
し
め
、
品
の
二
者
。
閥
係
に
於
て
物
使
水
準
E
決
定

吉
ん
と
し
て
ゐ
る
O
で
あ
る
。

と
と
陀
涜
迅
速
度
在
る
も
の
に
就
て
は
、
少
く
も
ヨ
匹
司

D
世
界
大
戦
前
D
考
の
如
く
に
、
習
慣
に
よ
っ
て
定
ま
る
も
の

で
あ
っ
て
、
大
む
る
鑓
動
な
し
と
詑
〈
己
主
は
、
世
界
大
般
の

通
貨
膨
脹
現
象
を
阿
見
た
る
者
に
と
っ
て
は
、

る
。
問
。
可
HHmm
が
そ
の
書
中
に
示
せ
る
事
寅
は
、
共
の
適
例
で

あ
る
。
仙
れ
は
云
ふ
。
『
英
所
科
で
は
、
で
き
る
だ
け
貨
幣
を

一
白
幻
忽
で
あ

速
か
に
乎
離
さ
う
と
す
る
己
ー
と
が
、
一
時
は
可
刊
誌
じ
い
程
に
た

っ
た
o
雑
貨
尚
は
乾
酪
を
一
封
皮
資
る
止
、
同
仰
の
棋
へ
得
る

限
り
走
う
て
中
央
市
場
に
行
昔
、
共
白
紙
幣
を
乾
酪
に
代
へ
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て
、
貯
賊
品
の
柿
充
を
行
っ
た
。
差
し
、
市
場
に
到
着
す
る
に

先
立
っ
て
、
紙
幣
債
値
が
減
ゃ
る
か
も
し
れ
た
い
か
ら
で
あ

る
。
以
て
経
済
撃
者
が
「
沈
通
速
度
」
'
と
名
づ
け
た
先
見
が
立
註

さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
結
納
で
は
、
崩
抽
出
に
際
し
て
、
街
角
に

と雨
と替
で屋
フが

倉7

i長
ッ μ4

し
ヒ一
法21
1_:，.. 

に つ
代二
へ l

1>-1 .:f、
品」

て E
取受
引取
ま且る
行 主
に直
行ち
くに

ま
で
の
聞
に
起
る
損
失
の
危
険
を
免
れ
る
と
と
が
で
き
た
。
用

必
深
い
人
は
「
カ
フ
エ
ー
」
に
行
っ
て
安
凋
を
一
杯
註
文
す
る
時

に
、
生
視
〈
・
な
る
と
止
を
忍
ん
で
も
、
次
の
一
杯
を
同
時
に
註

文
し
て
置
か
た
け
れ
ば
、
共
聞
に
慨
格
が
騰
貴
す
る
の
践
が
あ

る
止
、
首
時
刻
落
れ
て
ゐ
た
、
』
止
。
流
活
速
度
は
か
く
の
如

〈
存

L
、
か
〈
の
如
く
酎
配
中
る
o
そ
し
て
共
の
相
官
，
一
酬
の
原
因
K

位
、
所
有
勝
山
貝
力
に
封
す
る
共
闘
民
の
習
慣
、
交
換
紐
消
費
迷

の
同
相
度
、
人
口
の
密
度
、
交
越
の
稜
建
等
が
あ
げ
ら
れ
て
ゐ

る
。
が
と
と
で
は
単
に
流
通
速
度
の
襲
化
す
る
も
の
で
あ
る
と

い
ふ
E
t
を
示
す
に
止
め
、
費
動
原
悶
へ
の
探
求
は
更
に
機
舎

を
待
つ
と
と
与
す
る
。

故
に
此
の
流
通
速
度
に
封
し
て
、
他
白
方
面
か
ら
考
在
進
め

雑

韓

質
僻
般
世
説
「
の
一
考
察

る
。
査
し
此
白
鞘
に
於
て
・
探
〈
数
量
訟
に
考
慮
を
梯
は
怠
け
れ

ば
左
ら
た
い
も
の
が
あ
る
と
信
ゃ
る
か
ら
で
あ
る
。
帥
ち
、
統

記
述
皮
(
〈
)
は
支
抑
貨
幣
量
白
総
額
(
同
呂
、
一
)
と
所
有
貨
幣
量

(
日
品
)
ル
」
の
比
に
上
っ
て
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
巴
に
取

引
量
主
貨
幣
量
・
と
の
閥
係
に
於
て
述
べ
た
や
う
に
、
支
梯
貨
幣

量
は
一
定
期
間
と
い
ふ
時
間
的
恨
定
の
下
に
於
て
の
み
考
へ
る

己
と
が
出
来
る
概
念
で
あ
る
に
反
し
、
所
有
貨
幣
量
は
、

一
定

時
貼
の
下
に
於
て
共
の
量
を
示
す
己
主
が
で
き
る
も
の
で
あ

る
。
即
ち
此
の
二
者
の
聞
に
は
時
間
の
酷
か
ら
見
て
立
場
の
相

惑
が
あ
り
、
も
し
己
の
見
方
主
強
日
て
成
立
吐
し
め
干
う
と
す

る
時
は
、
首
該
支
掛
期
闘
を
通
じ
て
所
有
貨
幣
量
が
同
一
で
あ

る
と
い
ふ
恨
定
配
認
め
・
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
。

k
に
ろ
が
賞
際

に
於
て
は
、
此
の
仮
定
は
事
賓
と
相
反
し
、
所
有
貨
幣
設
は
一

定
不
動
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
更
に
と
の
流
通
速
度
な
る

考
を
救
は
う
止
す
る
た
ら
ば
、
別
個
の
仮
定
主
要
す
る
と
と
ミ

左
る
。
卸
ち
と
れ
が
た
め
に
は
、
賀
際
的
た
支
排
期
間
と
い
ふ

も
の
で
は
な
し
に
、
凡
て
の
事
情
が
餐
る
と
と
が
た
い
し
C

い
ふ

仮
定
的
た
期
聞
を
定
め
る
と
止
を
必
要
止
す
る
の
で
あJ
る
。
印

第
二
十
七
巻
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雑

錐

貨
僻
般
量
詑
へ
の
一
考
察

ち
と
の
期
同
を
右
白
如
〈
定
め
る
と
す
れ
ば
、
此
の
期
聞
に
於

け
る
支
掬
貨
幣
量
を
ぱ
、
共
白
期
間
白
始
め
に
於
け
る
所
有
貨

幣
量
在
比
段
す
る
と
と
に
上
担
、
と
こ
に
枕
遁
速
度
の
問
題
を

解
決
す
る
と
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
厳
密
に
云
へ

ば
、
と
と
に
も
同
時
的
叉
は
準
同
時
的
白
存
在
主
の
矛
盾
が
含

ま
れ
て
ゐ
る
。

以
上
は
、

E
m
F
2
の
撤
萱
訟
を
ば
、
時
間
た
る
も
の
を
中
心

に
し
て
吟
味
し
た
の
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
己
の
撒
量
読
は
前

に
も
述
べ
た
や
う
に
、
本
来
同
時
的
又
は
準
同
時
的
た
る
べ
き

も
白
で
あ
り
た
が
ら
、
賞
際
上
白
、
叉
は
論
迎
上
の
時
聞
の
制

約
を
枕
し
縛
ざ
る
ζ

と
明
か
E
あ
る
。
在
ほ
此

ω部
入
せ
る
時

聞
の
意
味
に
つ
い
て
も
、
取
引
金
に
於
け
る
時
間
の
規
定
之
、

疏
通
速
度
に
於
け
る
時
間
白
規
定
と
に
、
差
違
あ
る
と
と
は
注

同
L
怠
け
れ
ば
危
ら
た
い
。

最
後
に
、
出
ω宮
崎
と
比
較
さ
る
べ
き
同
』
ロ
官
の
脱
民
力
か

ら
見
た
数
量
式
は
如
何
に
観
築
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。

数
回
霊
式
司

H
刷
出
引
に
就
て
、
此
等
の
各
一
製
薬
を
見
る
に
、

第
二
十
七
巻

一λ宍

第
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皆
同
時
的
存
在
で
あ
っ
て
、
時
間
的
忙
見
て
前
白
出
島
司
式

の
内
容
と
は
会
〈
異
る
。
卸
ち
静
践
的
法
則
を
示
す
に
於
て
、

何
等
の
矛
盾
を
も
含
ん
で
ゐ
・
泣
い
。

此
の
形
式
白
長
所
は
と
れ
詐
り
で
は
た
い
。
此
等
各
要
素
が

方
程
式
に
誼
酌
れ
で
あ
る
の
は
、
即
ち
此
等
各
要
素
伯
相
闘
依

存
関
係
を
示
し
て
居
る
も
白
で
あ
る
が
、
し
か
も
共
の
依
存
関

係
は
、
問
。
可
ロ
自
白
式
に
よ
る
時
、
極
め
て
今
日
白
貨
幣
現
象

企
安
営
す
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

彼
れ
に
よ
れ
ば
、
物
憤
水
準
捕
捉
の
要
素

ιし
て
、
通
貨

n
、
現
金
及
銀
行
預
金
の
形
に
於
て
保
官
制
さ
れ
る
購
買
力
k
y

銀
行
部
備
金
の
、
銀
行
預
金
に
謝
す
る
此
r
を
拙
へ
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。
然
る
に
、
従
来
の
撒
量
訟
論
者
に
よ
れ
ば
、
物
備
に

翻
し
て
は
専
ら

n
k
r
止
を
安
定
せ
ば
十
分
で
あ
る
主
主
張
さ

れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
今
日
の
経
済
界
に
於
て
は
む
し
ろ
k
y

た
る
要
素
が
重
要
で
あ
っ
て
、
物
債
費
動
の
特
性
は
、
本
来
n

叉
は
r
に
よ
る
費
動
よ
り
も
、

反
っ
て
k
及
び
ピ
の
費
動
で
あ

る
と
さ
へ
云
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

此
俸
の
結
か
ら
見
た
る
も
の
を
諒
合
す
れ
ば
、
購
買
力
裁
に
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上
る
数
量
式
は
、
今
日
白
宜
際
に
よ
り
安
歯
せ
る
も
の
で
あ
る

巴
主
主
認
め
る
と
在
が
で
昔
、
少
〈
も
静
態
的
法
則
た
る
論
理

的
誕
求
に
受
賞
せ
る
も
の
で
あ
る
主
恩
は
れ
る
。

品
刊
ほ
購
買
力
の
意
味
、
購
買
力
の
測
定
等
の
問
題
に
つ
い
て

は
別
む
機
禽
に
ゆ
づ
る
。


